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・コー ディネー ター は、行政の地域福祉計画担当職員、社会福祉協議会の地域福祉担当職員、地域包括支援センター 職員、障害者
相談支援センター 職員、市町村児童担当課職員、各種社会福祉施設職員等の専門職や、民生委員・児童委員・地域福祉推進組織





































































































































































































































実施に向けて地域の環境づくりを支援。実施 2 ，3 ヶ月前には、半日程度の対象自治体への全
体レクチャーと研修に向けた運営の打ち合わせをした。研修を行う 3 ヶ所それぞれに企画会議







そして、（表 1 ）のプロセスをコンパクト化し、プランニングシートは 1 枚にまとめ、エコ
マップは作業時に新たに検討した社会資源を加筆するようにした。また、振り返りやまとめは、
受講者が地域の関係者であり、この研修を通して具体的に地域でどう取り組むか話し合い、実






















































































































































































































































































































習学会Vol. 16地域を基盤とする福祉教育推進プラットフォーム』， 8 −21．
　　筆者は、学習と実践の場を創造し得る地域福祉教育推進プラットフォームの構造化について検証を試
みているが、地域住民が実践に主体的になり、地域福祉の担い手として育む方法については論じきれて
いない。今回の社会福祉教育として専門職の人材育成を検証し、地域福祉を推進する上で、住民と専門
職が協働するためには、双方の学習が必要であることを改めて確認した。
